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1. 背景
　『使い物になる』ソフトウェアとは、開発者のみではなく、依頼者やユーザにとっても扱いやすいソフトウェアのことである。このようなソフトウェアを開発するために、現在IT業界では、単なるプログラミング技術を持った開発技術者ではなく、依頼者やユーザの業務目的や業務領域を良く理解し、依頼者との間だけでなく開発者間でも十分なコミュニケーションが計れ、開発仕様の適切な書類化を行うことができる「使える」技術者が求められている。
　このプロジェクトでは、『使い物になる』ソフトウェアの開発を通じて、「使える」技術者になる能力を身につけることを目的としている。

2. 課題の設定と到達目標

　依頼者から依頼された、施設予約システムの開発をグループが取組む課題として設定した。到達目標は、依頼者の開発依頼を満たすことである。

依頼者の施設予約システムの開発依頼を満たすために、カレンダーを用いた予約システム、ログイン機能、ユーザの登録／検索／削除機能、予約の登録／検索／削除機能などの機能を実装し、そのシステム開発を通してユーザビリティに富んだJavaプログラミング技術の向上を図ることを自分自身が取組む課題として設定した。到達目標は、依頼者が満足するソフトウェアを完成させることである。
3. 課題解決のプロセスとその結果  
　まず、依頼者からの施設予約システムの開発依頼を満たすために、Javaについての技術向上を図った。具体的には、Webサイトや参考書などでJDBCやJSP/サーブレットを用いたWebアプリケーションの作成法について学んだ。また、今回は０からの開発になったので、開発を行う前に要求定義書や画面遷移図を用いて大まかな遷移を決めておく必要があった。次に、依頼者からの開発依頼を満たすために必要となる、データベースの管理方法について勉強した。今回も前期と同じくPostgreSQLというデータベースマネジメントシステムを使用した。最後に、改良したシステムを運用するためにサーバの設定を行った。

　結果としては、依頼者からの要求をほぼ満たしたソフトウェアを開発することに成功した。しかし、セキュリティの面などで課題が残る結果となった。

4. 今後の課題

　今後の課題として、さらなるプログラム技術の向上が挙げられる。私はプログラム担当として、コーディングを行っていたが、技術が足りず、無駄の多いプログラムになってしまった。また、ユーザビリティ評価を実施した際に、思いもよらない所でユーザが操作を誤っているのを見て、ユーザビリティの知識を深めることも必要だと感じた。
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